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しての高付加価値商品の生産拠点となりつつある。
　台湾の1989年下半期の経済成長率は7．59％と前年同期の6．67％を上回る模様であるが，こ
れは開発プロジェクトへの投資増と韓国の労使紛争を回避iしての予想外の輸出受注増が景気
　　　　　　　　　　るの
を支えているのが原因といわれ，台湾の貿易黒字が引続き拡大基調を辿っていることは，前
64
に述べた独自の活躍を行い得るような地理的特殊性ということの継続的有利性と，また東南
アジアに於ける航路の十字路に位置していることにあると考えるとき，17世紀のフォルモサ
時代とは隔世の感があるにしても，台湾の発展はアジア全体の経済のためにも喜ばしいこと
である。
　何れにせよ台湾は，朱印船時代前後の日本にとって，深いかかわりを持ち続けてきた。
　本稿を終えるに当り，あらためて倭憲や東アジアの貿易の消長が，中国（明朝・清朝）の
海禁政策とうらはらの関係にあったこと，1624年にオランダ大航海的貿易伸長力が当時の中
国官憲の台湾は中国の支配下に非ずとする認識のもとに，日本の商船がここを貿易上の一拠
点としていた事実にも拘らず，軍事力を以て自らの根拠地とし，それが「自由な貿易は武器
g）力を以て開かさるべからず」の方針のもと，支那ジャンクを「正当なる捕獲物と認定」す
るが如き弱肉強食行動が横行した時代にあって，我国がポルトガル・スペイン・オランダ・
イギリスに何等侵蝕されることがなかったことは，統一政権が樹立されてあったという毅然
たる事実がそれをさせなかった，と考えるほかはないであろう。
　また，ノイッと浜田弥兵衛のタイオワン事件に関しては徳川幕府の官僚的悠長な対応にも
拘らず，当時の在日オランダ商館側の優秀な対人能力が，ノイツに代表されるオランダ東イ
ンド会社の一つのマイナス面を，大いなる信用のもとに差引してプラスに好転させ，ヨーロ
ッパで唯一の対日本貿易国として盛え得たのは，17世紀に於けるヨーロッパ勢の中で偉とし
なければならぬであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　うるわ　最後に，台湾がフォルモサ，即ち麗しの島という名に値いする平和郷であり続けてほしい
と願うものである。
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